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費用合計

0.30

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.60

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

各地区の土地区画整理事業の進捗に合わせて、必要な関連整備事業を行う。
平成22年度の土地区画整理事業関連整備事業は、下記のとおり。

・小牧南地区の間内駅西広場の整備工事及び工事に係る監理監督業務。
（間内駅西広場は、区画整理事業に伴う名鉄線の利便向上を目的としたものであるた
め、関連整備事業として整備。）

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

各地区の土地区画整理事業に関連する工事等を行い、事業を円滑に推進し、事業効果
を高める。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 4 6

都市基盤

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

市街地整備

8

名称：

22‐4

土地区画整理法、尾張都市計画事業（小牧小松寺・小牧文津・小牧岩崎山前・小牧南）土地区画整理事業計画

3 1

22‐3

会計区分 施設整備系

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

土地区画整理事業関連整備事業

285

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

都市建設部
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受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

4,200
財
源

9,184

95,400

コ
　
　
ス
　
　
ト

108,784

100,180

45.9

23,220

その他財源

44,274

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.40

46,420

800

23,200

担当係

事業類型

土地区画整理事業を推進する

一般会計

地域住民組織

3,2191,609 2,146

Ｈ22決算額

105,565

0

100,980

0.00

対前年比

区画整理課

庶務係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　バス、タクシー、一般車等の車両と歩行者、自転車の分離が不明確な状態となり、駅
利用者の安全が確保できない。また、交通結節点としての機能が果たされないため駅利
用者に不便をもたらす。自転車についても無秩序に駐輪される。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

今後も各地区の土地区画整理事業の進捗状況に合わせて、事業効果を高めるため地
区内外に接続する道路や排水路等の関連工事を実施していく。

間内駅西広場を整備したことで、駅利用者の安全が確保され、交通結節点としての利便
性も向上した。また、土地区画整理事業関連整備事業の目的である区画整理事業の事
業効果を高めることができた。

間内駅西広場の整備工事

事業目的の
達成状況

　平成22年度に整備した間内駅西広場については、工程どおり工事を進めることができ
平成22年度末に完成した。
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間内駅西広場の整備工事
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―
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